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第２四半期連結累計期間の業績予想との差異に関するお知らせ

2022 年８月 10 日に公表の 2023 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と、本日公表の実績

値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。

記

１．2023 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想との差異

（2022 年４月１日～2022 年９月 30 日）

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する

四半期純利益

１株当たり

四半期純利益

百万円   百万円   百万円   百万円   円 銭

前回発表予想（Ａ）
（2022 年８月 10 日発表）

446,100 23,700 23,700 19,900 258.23

今回発表実績（Ｂ） 444,773 16,474 17,276 14,482 187.84

増減額（Ｂ－Ａ） △1,326 △7,225 △6,423 △5,417

増減率 （%） △0.3 △30.49 △27.11 △27.22

(ご参考）前期第２四半期実績

(2022 年３月期第２四半期)
148,681 △1,083 △1,359 △302 △3.93

２．差異の理由

前回の予想は、第２四半期連結累計期間のドバイ原油価格を 99.1 ドル／バレル、為替レートを

129.9 円／ドルの前提で策定いたしましたが、同期間のそれぞれの実績は、102.5 ドル／バレル、

134.0 円／ドルとなりました。

ドバイ原油価格については前回予想を上回ったものの、７月以降は９月末にかけて下落傾向と

なったことにより、在庫影響（総平均法及び簿価切下げによるたな卸資産の評価が売上原価に与

える影響）による原価押し下げ要因が 126 億円（前回予想は 153 億円の原価押し下げ要因）とな

り、前回予想に比して原価の押し下げ効果が縮小したことに加え、製品マージンが想定を下回っ

たこと等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益について、前回予想

を下回る結果となりました。

以 上


